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文書を単なる文献資料としてのみ扱うのではなく、「もの」としてとらえ、その総体を研究の対象とし続けてきた

者者が、永年の研究成果を「アーカイブズ学序説」としてまとめる。

序章では、文書を「かたち」「かたまり」「かさなり」の総体として、たんに静態としてだけではなく動態として、さら

にせ代から近現代にいたるまでを一貫した観点でとらえる理論的枠組みを提唱し、それを、S、まえた本論・補論

で、中世・垂世にまたがる個万1文書群について論究する。
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第一節 中世の公帖

呉夕響尋寒会虻拓暑裂】展需
公帖の封式/足利将軍の公帖の書

宛書の書き方について

第一節 朱印状と公帖の形態上の相違点

料紙の折り方/本紙宛書の書き方/封紙ウフ書の書き方

第二節 室町時代の御判御教書

第二節 御判御教書の二つの形態

留警響詩房捨蓋霧襲藝警唇こて2娑得夕高名榊毅響冴糸窺発響
第四節 御判御教書と朱印状 。公帖

うえしま・たもつ…1924年二重県生。1950年京都大学文学部史学科卒業。京都府立総合資料館を経て、大阪電気通信大学・摂南大学
・花園大学教授を歴任。1971年京都大学文学博士。1999年密教学芸賞・角川源義賞を受賞 (『東寺・東寺文書の研
究』思文閣出版)。 摂南大学名誉教授。
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朱印状

第二節 公帖の封式
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嘉説違黛藩書凹干町11巻 ]
東寺に襲蔵されてきた、奈良時代から江戸時代初期までの総数18,000
点・27,000通 におよぶ日本最大の古文書群である東寺百合文書(平成
9年国宝に指定)の 「カタカナ之部」を翻刻。
レA5判・平均440頁 /(各)本体 9,500円 (税別)
第 1巻 イ函・口函―  ISBN4-7842-1182-9
第 2巻 口函三     ISBN牛 7842-122牛 8
第 3巻  口函三     ISBN4-7842-1266-3
第 4巻  口函四・ハ函― ISBN4-7842-1319-8
第 5巻 ハ函二     ISBN978-4-7842-1364-1
第 6巻 ハ函三・二函― ISBN978-4-7842-1435-8
第 7巻 三函二     ISBN978-4-7842-1480-8
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第10巻  チ函二     ISBN978-4-7842-1657-4
第11巻  チ函三     ISBN978-4-7842-1759-5

墓豪墨庸難早世の諸
日本の古文書を代表する史料群であり、中世の基本史料である東寺文
書。そのうち東寺百合文書は1997年に国宝指定をうけている。本書は、
東寺文書に魅せられた中世史研究者により、1994年以降続けられた東
寺文書研究会での研究成果の第二弾。研究会の報告を基礎に最新の成
果を披露した19篇。
レA5判・654頁 /本体 11,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-1578-2

埜贔慧
・東寺文書の研究

近世文書や聖教類も含めた東寺文書の整理の歴史を、東寺と東寺文書
の研究に永年携わつてきた著者が、寺史や伝来とも関わらせて集大成
する。第21回角川源義賞受賞。
【内容】東寺の歴史/東寺文書の伝来と現状/東寺百合文書の整理と
目録作成/東寺文書をめぐって
>A5判・872頁 /本体 17,000円 (税別)     ISBN牛 7842-0979-4

闘罐亮寡文書の世界
東大寺宝珠院 (法華堂文書・宝珠院文書)と 興福寺一乗院坊官二条家
(一乗院文書 ,一乗院御用日記)に伝来した文書の 3年間に渡る調査
・研究の成果をまとめた一書。東大寺・興福寺を中心とした南都寺院
の寺領やネットワークに関する研究をこれらの史料をもとに展開す
る。論考 8篇と史料翻刻 3篇収録。
>A5判・350買 /本体 5,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1369-6

干縫 匙会編
国宝・九条家本延喜式は、平安～鎌倉時代の書写と見られ、さらには
その紙背に平安時代後期を中心とする多数の古文書が残されているこ
とから、『延喜式』諸本のなかでも最も重要な写本である。 FMス ク
リーン印刷により、紙背も含め全冊を影印で刊行。最終刊には紙背文
書の翻刻を付す。 [既刊 3巻 ]
レA5判・平均500頁 /既刊 (各)本体 15,000円 (税別)

側纂騨
白記全註釈 陰1珊 ]

平安時代を代表する一級史料、藤原道長の日記「御堂関白記」の原文
・読み下しと詳細な註により構成するシリーズ。全16冊 (第 1期 。第
2期 )が完結したのを機に、入手困難な第 1期 (国書刊行会・高科書店
発行)の全 8冊を復刊する。
レA5判・平均250頁
寛弘元年 本体 8,100円 (税別) 寛弘7年 本体 5,500円 (税別)
寛弘 2年 本体 5,700円 (税別) 寛弘4年 本体 51500円 (税別)
寛弘 6年 【改訂版】 本体 4,800円 (税別)
長和元年 本体 8,400円 (税別) 寛弘8年 本体 6,500円 (税別)
長和 2年 本体 11,100円 (税別) 寛弘 5年 本体 5,000円 (税別)
寛仁元年 本体 7,500円 (税別) 長和 5年 本体 11,500円 (税別)
寛仁 2年上 本体 5,400円 (税別)
寛仁 2年下～治安元年 本体 5,500円 (税別)
長和 4年 本体 6,000円 (税別) 御堂御記抄/長徳 4年～長保 2年
寛弘 3年 本体 5,500円 (税別)      本体 5,000円 (税別)

律 ヲ
京都の東寺に伝えられた日本中世の
古文書群である東寺百合文書。およそ
27,000通 。総数18,000点の中から50点
を選び、魅力の一端を紹介する。
各文書に釈文と第一線の研究者によ
る解説を付し、大型写真で紹介する、
中世文書を読み解くための格好の入門
書。
ユネスコ世界記憶遺産登録を機に、
復刊増刷。
レB5判変・160頁 /本体 2,500円 (税別)

ISBN978-4-7842-0978-1

刃蓄智本の中世

【2075年2ガ翻 男コ

轟 議 J彊 剛 岬 瑠 雪 墓 雫
I付 陰 8冊・ 別巻 1冊]

日本中世の基本史料である国宝「東寺百合文書」のなかに含まれる「東
寺十一口供僧方評定引付」93冊分を編年順に編集・翻刻し、校定 。注
釈 (と くに関連文書の注記)をカロえる。当「引付」の編年史料集によっ
て、膨大な東寺旧蔵文書群の概要を一通り通覧することが可能となる。
[既刊 2巻 ]
レA5判・平均350頁/既刊 (各)本体 6,500円 (税別)

皐蒸築象
の成立過程の研究

南北朝時代の寺誌である『東宝記』や東寺百合文書にみられる宝物目
録などの豊富な史料をもとに、東寺に残る文化財の伝来過程を具体的
に体系化した一書。今後の文化財の活用や保存を前提に、本来の保管
形態を復元し、伝来を確定して位置付けをしなおす。カラーロ絵 4頁
,本文挿入図版80点。
レA5判・638頁/本体 12,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-1368-9

おご繁勃嬬静覗建.湯崚輪
古代を今に伝える東大寺文書 (平成10年国宝指定)よ り50余点を選び
その魅力を紹介。各文書には第一線の研究者による解説と釈文を付す。
文書写真は大型図版で掲載、カラーロ絵 4点を付す。
【内容】文書の伝来/勧進と檀越/寺家と寺領/法会と教学/文書の
姿
レB5判変・ 192頁 /本体 2,800円 (税別)     ISBN4-7842-107牛 1

廃詳巌慕書の研究
京都嵯峨の名利・天龍寺の古文書は、仏教史・寺院史のみならず多数
の朝廷・幕府発 給の文書、荘園関係文書を含み、政治史 。社会経済
史研究に必須の文書群である。第一部には鎌倉時代～慶長 5年の中世
天龍寺関係文書および関連諸塔頭文書を翻刻・掲載、第二部には研究
編として角7説・論考を収録する。
レA5判・716頁/本体 14,000円 (税別)   ISBN978-4-7842-157卜 3

京 都 大 学 文 学 部 博 物 館 の 古 文 書 陰 12輯 ]
京都大学文学部国史研究室所蔵の古文書の中からテーマ毎に編集、代
表的なものを写真で紹介し、その解説・釈文を付す。関係史料や地図
・表なども併載し、古文書の研究と鑑賞に資す。
レB4判・平均32頁/(各)本体 2.000円 (税別)
第刊報 長講堂領目録と島田家文書 (解説 :大山喬平)
第 2輯 若狭秦家文書 (解説 :熱田公)
第 3輯 細川頼之と西山地蔵院文書的子説 :大山喬平)
第 4輯 勧修寺家本職掌部類 (解説 :吉川真司)
第 5輯 駿河伊達家文書翰子説 :今岡典和)
第 6輯 東大寺文書 (解説 :久野修義)
第 7輯 伊勢御師と来田文書 (解説 :西山克)
第 8輯 大山崎宝積寺文書 m子説 :仁木宏)
第 9輯 浄土宗西山派と三鈷寺文書 m7説 :大山喬平)
第10報 葛川明工院文書 m7説 :田 良島哲)
第11輯 永昌記紙背文書 m子説 :佐藤泰弘)
第12輯 伊勢松木文書輸子説 :西山克)

インタビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌

電話・ fax・ Eメ ールでお申し込み下さい。※印の
『鴨東通信』を年 4回無料でお送りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます


